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今
年
は
桜
の
開
花
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
お
か
げ
で
入
学
式
の
四
月
五
日
に

は
、
き
れ
い
に
咲
き
誇
る
桜
の
中
、
新
入

生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
年
度
は
本
学
卒
業
生
が
在
学
中
に

中
学
生
を
誘
拐
・
監
禁
し
た
疑
い
で
逮
捕

さ
れ
る
と
い
う
、
大
変
残
念
な
事
件
の
喧

噪
の
中
で
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
教
育

学
部
は
直
接
的
関
係
が
薄
い
と
は
い
え
、

千
葉
大
学
の
威
信
が
傷
つ
い
た
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
胸
に
深
く
刻
ん

で
今
後
の
学
生
指
導
に
当
た
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
千
葉
大
学
は
文
部
科
学
省
か
ら

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
の
選
定
を
受

け
、
“Rising
Chiba
U
niversity”
と
い

う
標
語
の
も
と
、「
卓
越
し
た
教
育
研
究

大
学
」
を
目
指
し
て
突
き
進
ん
で
お
り
ま

す
。
教
育
学
部
で
も
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
の
学
生
を
千
葉
大
学
に
受
け
入
れ

る
と
同
時
に
、
千
葉
大
学
が
誇
る
先
端
科

学
や
技
術
を
、
中
学
・
高
校
向
け
の
英
語

授
業
と
し
て
構
築
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

の
中
学
・
高
等
学
校
で
授
業
実
践
す
る
も

の
で
す
。
教
育
学
部
学
生
も
多
数
参
加

し
、
指
導
技
術
、
英
会
話
能
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
平
易
に
伝
え
る
技

術
等
の
向
上
に
効
果
が
見
ら
れ
、
評
価
は

上
々
で
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
文
部
科
学

省
ユ
ネ
ス
コ
活
動
費
補
助
金
を
受
け
「
人

間
力
を
育
む
千
葉
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
地
域
活
動
」

も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
教

育
学
部
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た

様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
即
し
た
活
動
が

展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
こ
れ
ら
の

流
れ
は
、
大
学
院
や
附
属
学
校
・
園
な
ど

に
も
波
及
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
改
革
や
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
財
政
難
の
中
、
学
部
の
教

員
数
が
漸
減
し
、
授
業
以
外
の
負
担
も
増

加
す
る
状
況
で
、
多
く
の
教
員
が
教
育
学

部
の
目
標
達
成
の
た
め
に
真
摯
な
活
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
会
の

温
か
い
御
支
援
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

千
葉
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
発
端
は
、
昭
和

二
十
二
年
、
千
葉
師
範
学
校
男
子
部
及
び

女
子
部
に
、
附
属
中
学
校
が
併
設
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
千
葉
師
範
学
校
男
子
部
附
属
中

学
校
、
同
女
子
部
附
属
中
学
校
と
し
て
発

足
し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
、

千
葉
大
学
の
発
足
に
よ
っ
て
、
千
葉
大
学

千
葉
師
範
学
校
第
一
附
属
中
学
校
及
び
第

二
附
属
中
学
校
と
改
称
、
さ
ら
に

昭
和
二
十
六
年
に
は
、
千
葉
大
学

の
改
組
に
伴
い
、
文
部
省
令
に

よ
っ
て
、
校
名
を
千
葉
大
学
教
育

学
部
附
属
第
一
中
学
校
、
同
第
二

中
学
校
と
改
称
し
た
。

当
時
、
附
属
第
一
中
学
校
は
、

現
在
の
千
葉
市
亥
鼻
の
地
に
、
ま

た
、
第
二
中
学
校
は
四
街
道
に
あ

り
、
こ
の
両
校
は
、
昭
和
四
十
年

に
統
合
し
、
こ
の
弥
生
の
地
に
お

い
て
、
千
葉
大
学
教
育
学
部
附
属

中
学
校

と
し
て
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
と

な
っ
た
。
平
成

二
十
七
年
四
月

は
統
合
か
ら

ち
ょ
う
ど
五
十

年
目
で
あ
り
、

統
合
前
の
卒
業

生
を
含
め
、
多

く
の
参
加
者
を
得
て
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
た
。

本
校
で
は
、「
自
己
理
解
、
自
己
決
定
、

自
己
実
現
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
生
徒

の
自
主
的
な
活
動
を
重
ん
じ
る
教
育
を
実

践
し
て
い
る
。
制
服
も
指
定
は
な
く
、
授

業
の
開
始
を
知
ら
せ
る
予
鈴
も
な
い
こ
と

は
、
本
校
の
教
育
理
念
の
表
れ
で
あ
る
。

こ
の
教
育
理
念
に
よ
っ
て
指
導
を
受
け
た

卒
業
生
は
多
士
済
々
で
、
各
界

で
指
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
実
業
界
や
教
育
、
医
療
、

法
曹
関
係
は
言
う
に
及
ば
ず
、

芸
術
や
マ
ス
コ
ミ
の
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
卒
業
生
も
多
い
。

本
校
の
卒
業
後
、
再
び
本
校
で

後
輩
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る

教
員
や
、
千
葉
大
学
の
教
員
と

し
て
在
職
し
て
い
る
卒
業
生
も

珍
し
く
な
い
。

統
合
か
ら
五
十
年
、
そ
の
間

に
社
会
の
情
勢
は
大
き
く
変
わ

り
、
今
も
な
お
変
わ
り
続
け
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
本
校
で
は
情
報
を
め
ぐ
る
環
境

の
変
化
を
積
極
的
に
捉
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効

果
的
に
利
用
し
た
特
色
あ
る
授
業
を
実
践

し
て
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
授
業

ば
か
り
で
な
く
、
様
々
な
活
動
で
も
、
多

く
の
生
徒
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な

ど
、
本
校
は
モ
デ
ル
校
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
続
け
て
い
る
。

自己理解・自己決定・
自己実現を目指して

千葉大学教育学部附属中学校長
（千葉大学教育学部教授） 丸山 研一



生
涯
学
習
の
継
続本

田

碩

孝

（
Ｓ
44
・
3
卒

鹿
児
島
県
・
日
置
市
）

い
に
し
え
の
道
を
聞
い
て
も
唱
え
て
も

わ
か
行
い
に
せ
ず
ば
甲
斐
な
し

(①
斉
藤
藤
之
幸
著
『
西
郷
大
久
保
稲

盛
和
夫
の
源
流
島
津
い
ろ
は
歌
』
出
版

文
化
社
、
平
成
十
二
年
の
書
き
出
し
）

に
、
は
じ
ま
る
い
ろ
は
歌
は
薩
摩
藩
の

家
庭
で
、
子
弟
教
育
の
た
め
の
貴
重
な

家
庭
読
本
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
と
も
に

藩
政
時
代
に
は
、
藩
文
教
の
経
典
と
し

て
尊
重
さ
れ
て
き
た
と
伝
え
て
い
る

(②
『
薩
摩
の
郷
中
教
育
』
鹿
児
島
県
立

図
書
館
昭
和
四
十
七
年
三
十
九
頁
）。

歌
は
神
儒
仏
三
教
（
神
道
・
儒
教
・
仏

教
）
の
教
え
を
基
に
人
間
の
守
る
べ
き

道
を
教
え
て
い
る
（
尚
古
集
成
館
版
芳

即
正
解
説
）。
①
の
斉
藤
氏
が
栃
木
県
出

身
と
知
り
解
説
を
読
み
感
激
し
全
歌
を

覚
え
た
。
忘
れ
ぬ
為
毎
日
復
唱
し
、
現

在
に
活
か
す
努
力
を
し
て
生
活
し
て
い

る
。
自
己
反
省
の
歌
だ
と
思
っ
て
い
る
。

南
九
州
市
武
田
神
社
に
は
一
首
ず
つ
石

碑
に
刻
ま
れ
て
建
立
。
い
ろ
は
歌
か
る

た
が
あ
り
、
か
る
た
大
会
も
開
い
て
い

る
。
②
郷
中
（
ご
じ
ゅ
う
）
教
育
関
係

図
書
資
料
は
数
冊
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

次
は
思
い
と
実
践
。

一
番
目
は
同
窓
会
員
で
全
国
的
な
記

録
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
第
百

二
十
号
に
蛇
の
話
を
一
部
紹
介
し
た
。

蝮
一
つ
で
も
奄
美
諸
島
に
は
い
な
い
し
、

似
た
ヒ
メ
ハ
ブ
が
い
る
島
と
い
な
い
島

が
あ
る
。
呼
び
方
で
も
全
国
で
違
う
。

鹿
児
島
は
マ
ム
シ
だ
が
熊
本
県
か
ら
ヒ

ラ
ク
チ
だ
。
蛙
は
卵
を
何
月
頃
産
む
か
。

二
〇
一
五
年
は
十
一
月
六
日
に
は
産
ん

で
お
り
、
十
八
日
に
は
孵
化
し
た
の
も

い
た
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
タ
ビ
ル
。

蛙
は
ア
ッ
タ
ン
ビ
ッ
キ
ャ
。
皆
の
所
は
？

二
番
目
は
、
五
十
年
ほ
ど
採
録
を
続

け
た
方
言
か
た
り
、
民
話
中
心
の
民
俗

文
化
の
ま
と
め
か
た
と
し
て
『
徳
之
島

の
方
言
・
民
俗
事
典
』（
仮
称
）
を
編
集

中
。
千
三
百
頁
（
Ｂ
五
版
二
段
組
）
を

越
し
た
の
で
方
言
と
民
俗
の
二
分
冊
に

し
て
い
る
。
琉
球
方
言
は
本
土
方
言
と

二
分
さ
れ
る
言
語
文
化
だ
が
、
消
滅
の

危
機
に
あ
る
。
私
の
言
語
形
成
期
は
方

言
だ
が
、
共
通
語
の
方
が
豊
か
に
な
っ

て
お
り
、
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
と
と
も

に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

｢わ
が
胸
の
燃
ゆ
る
思
ひ
に
く
ら
ぶ

れ
ば
煙
は
薄
し
桜
島
山
」（
平
野
国
臣
）

の
心
意
気
で
過
ご
し
た
い
。

ピ
ア
ノ
教
室

宮

葉

清

子

（
Ｓ
50
・
3
卒

千
葉
市

同
窓
会
報
編
集
委
員
）

小
学
校
の
教
員
免
許
を
取
得
し
た
同

期
の
友
人
と
話
す
と
決
ま
っ
て
話
題
と

な
る
の
が
、
ピ
ア
ノ
練
習
室
の
こ
と
。

遠
く
て
、
暗
く
て
寂
し
い
、
寒
い
、
暑

い
、
辛
い
と
い
う
言
葉
が
共
通
し
て
出

て
く
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
狭
い
部

屋
に
一
台
の
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ
て
、
長

屋
の
よ
う
に
十
室
以
上
並
ん
で
い
た
。

二
十
四
時
間
開
放
さ
れ
、
い
つ
で
も
練

習
で
き
た
。
外
の
通
路
か
ら
、
直
接
出

入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
中
か

ら
ド
ア
を
開
け
る
と
、
い
き
な
り
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
見
え
た
。

現
在
は
、
平
成
五
年
に
建
設
さ
れ
た

瀟
洒
な
音
楽
棟
一
階
に
あ
り
、
施
錠
さ

れ
て
い
て
、
使
用
の
許
可
が
必
要
で
あ

る
。
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平
凡
な
、
そ
し
て

輝
か
し
い
日
々

田
久
保

尚

（
Ｈ
25
・
4
入習志

野
市
）

夢
に
ま
で
見
た
大
学
生
活
は
出
会
い

と
刺
激
の
連
続
だ
っ
た
。

中
学
校
英
語
科
に
所
属
。
予
備
校
で

講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
サ
ー
ク
ル

活
動
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ス
キ
ュ
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
私
は
ど

こ
に
で
も
い
る
普
通
の
大
学
生
だ
が
、

そ
れ
で
も
そ
の
内
容
は
驚
く
程
に
濃
い

も
の
だ
っ
た
。

私
の
学
科
は
一
学
年
九
人
と
少
な

い
。
そ
の
た
め
春
に
は
運
動
会
を
開
催

し
、
夏
に
は
全
学
年
で
旅
行
を
す
る
な

ど
、
と
て
も
深
い
関
わ
り
を
持
て
る
の

が
特
徴
だ
。
そ
ん
な
仲
間
に
囲
ま
れ
て

受
け
る
日
々
の
講
義
は
楽
し
く
、
と
て

も
充
実
し
て
い
る
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

サ
ー
ク
ル
で
は
最
高
の
仲
間
た
ち
と
出

会
い
、
心
の
底
か
ら
幸
せ
で
、
心
地
の

良
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
僕
に
と
っ

て
彼
ら
は
一
生
の
宝
物
と
い
え
る
大
切

な
存
在
だ
。

そ
ん
な
日
常
の
他
に
も
、
毎
年
ち
ょ

っ
と
し
た
冒
険
を
し
て
き
た
。

一
年
次
で
は
夏
休
み
の
一
か
月
を
利

用
し
て
東
南
ア
ジ
ア
五
ヵ
国
を
ま
わ
っ

た
。
一
か
月
と
い
う
期
間
、
異
国
と
い

う
場
は
、
多
く
の
こ
と
を
考
え
る
に
は

う
っ
て
つ
け
だ
っ
た
。
世
界
の
こ
と
、

日
本
の
こ
と
、
自
分
の
こ
と
、
人
生
の

こ
と
な
ど
、
思
考
は
ど
こ
ま
で
も
広
が

り
、
少
し
だ
け
人
間
の
幅
が
広
が
っ
た

気
が
し
た
。

二
年
次
で
は
ツ
イ
ン
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
高
校

生
を
相
手
に
理
系
の
院
生
と
協
力
し
て

授
業
を
行
っ
た
。
文
化
も
言
葉
も
年
齢

も
違
う
相
手
と
高
い
レ
ベ
ル
で
意
思
疎

通
を
す
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
協

力
し
て
一
つ
の
授
業
を
作
り
上
げ
た
。

三
年
次
で
は
い
よ
い
よ
教
育
学
部
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
教
育
実
習
を
迎

え
、
仲
間
た
ち
と
共
に
全
力
で
取
り
組

ん
だ
。
教
員
と
し
て
の
自
分
の
原
点
と

も
い
え
る
よ
う
な
、
有
意
義
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

自
由
す
ぎ
る
大
学
生
活
の
多
す
ぎ
る

選
択
肢
の
中
か
ら
選
べ
る
も
の
は
、
持

て
る
お
金
と
時
間
に
対
し
て
非
常
に
少

な
い
。
友
人
の
経
験
を
聞
く
う
ち
に
、

自
分
の
歩
ん
で
き
た
道
に
自
信
が
な
く

な
る
と
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
確
実
に
私
が
自
分
で

選
ん
で
き
た
道
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
は
ず
だ
。
こ

れ
か
ら
も
、
自
分
で
選
び
取
る
道
に
自

信
と
誇
り
を
持
ち
、
残
り
の
大
学
生
活

を
過
ご
し
た
い
。

市
川
市
支
部
は
、
会
員
数
約
三
百
名

で
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
十
一
月
の
支

部
総
会
を
機
に
組
織
的
な
体
制
が
整
っ

た
。
と
は
い
え
、
支
部
と
し
て
の
活
動

は
年
一
回
の
総
会
・
懇
親
会
以
外
は
支

部
長
・
事
務
局
長
に
委
ね
る
こ
と
が
多

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

会
員
が
顔
を
合
わ
せ
る
場
と
な
る
支

部
総
会
・
懇
親
会
は
例
年
秋
に
開
催
さ

れ
、
平
成
二
十
七
年
度
で
六
回
目
と
な

っ
た
。
ま
だ
出
席
率
が
高
い
と
は
言
え

な
い
が
、集
ま
っ
た
会
員
は
学
校
現
場
、

市
・
県
行
政
機
関
の
現
職
者
、
様
々
な

分
野
で
退
職
後
も
活
躍
し
て
い
る
О
Ｂ
、

そ
し
て
大
先
輩
方
と
幅
広
い
年
代
・
立

場
の
会
員
が
円
卓
を
囲
み
、
在
学
時
代

の
話
で
盛
り
上
が
り
、
会
員
相
互
の
情

報
交
換
な
ど
有
意
義
な
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
個
人
情
報
と
い
う

壁
が
あ
り
、
正
確
な
名
簿
作
り
が
困
難

な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
総
会
・
懇

親
会
の
回
を
重
ね
る
中
で
「
支
部
と
し

て
の
活
動
に
も
工
夫
を
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
機
運
を
具
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ

て
、
多
く
の
会
員
が
相
互
に
交
流
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

（
文
責

西

博
孝
）

支
部
は
動
き
出
し
た
ば
か
り
で
、
正

確
な
人
数
も
把
握
で
き
て
い
な
い
。
支

部
長
と
名
乗
っ
て
い
る
が
、
選
出
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
平
成
十
四
年
か
ら
、

同
窓
会
本
部
か
ら
求
め
ら
れ
る
事
務
的

な
報
告
は
そ
の
都
度
こ
な
し
て
き
た
。

会
の
規
約
も
資
金
も
な
い
。
正
式
な

役
員
も
い
な
い
が
、
同
窓
会
支
部
を
立

ち
上
げ
る
準
備
を
始
め
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
発
行
の
千
葉
大
学
教

育
学
部
同
窓
会
名
簿
を
頼
り
に
、
木
更

津
在
住
者
の
氏
名
、住
所
を
抽
出
し
た
。

そ
の
年
以
降
の
同
窓
生
を
拾
い
出
す
の

が
難
儀
で
あ
る
。
扱
い
に
注
意
を
要
す

る
個
人
情
報
の
入
っ
た
ソ
フ
ト
を
見
せ

て
頂
き
、「
木
更
津
市
」
の
文
字
を
探
し

当
て
該
当
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
を

書
き
出
し
て
仮
名
簿
を
平
成
二
十
七
年

秋
、
完
成
さ
せ
た
。
現
在
も
木
更
津
市

に
在
住
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。
何
人
か
の
協
力

者
の
力
を
お
借
り
し
て
、
名
簿
を
確
定

し
、
総
会
の
準
備
に
入
る
。
規
約
案
、

役
員
案
な
ど
作
成
す
る
段
階
に
到
達
し

た
。
二
十
八
年
夏
頃
を
目
安
に
立
ち
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
文
責

市
東

宏
）
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市
川
市
支
部

市
川
市
支
部

木
更
津
市
支
部

木
更
津
市
支
部

支
部
だ
よ
り

現役の
学生から



同
窓
会
報
が
こ
の
第
百
二
十

四
号
か
ら
、
カ
ラ
ー
印
刷
と
な

り
ま
し
た
。
会
報
に
と
っ
て
は

画
期
的
な
試
み
で
す
。
ペ
ー
ジ

数
も
二
頁
増
と
し
て
紙
面
を
充

実
さ
せ
ま
し
た
。
現
役
の
学
生

か
ら
生
活
の
様
子
を
、今
年
度
、

教
育
学
部
に
入
学
し
た
新
入
生
の
抱

負
、
会
員
の
方
々
の
芸
術
作
品
の
発
表

を
加
え
、
新
た
な
紙
面
づ
く
り
で
す
。

ま
た
、
変
遷
し
て
き
て
い
る
大
学
の

様
子
を
会
員
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、「
大
学
の
今
昔
」
を
お
伝
え
す

る
た
め
、
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
懐
か
し
い
音
楽
室
（
ピ
ア

ノ
練
習
室
）。
音
楽
科
の
方
や
小
学
校

教
員
免
許
を
取
得
し
た
方
々
は
、
ど
な

た
も
悲
喜
こ
も
ご
も
の
思
い
出
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
も
、
懐
か
し

い
学
び
舎
が
現
在
ど
ん
な
様
子
に
な
っ

て
い
る
か
を
、
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。
感
想
や
御
希
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

芸
術
作
品
の
発
表
の
欄
で
す
が
、
森

靖
男
さ
ん
の
油
絵
を
掲
載
し
ま
し
た
。

皆
様
の
中
に
、
御
自
分
の
作
品
を
発
表

し
た
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局

か
編
集
委
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
知
り
合
い
の
同
窓
生
に
発
表

可
能
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
情
報
を
御
提
供
く
だ
さ
い
。

（
文
責

宮
葉

清
子
）
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編★集★後★記

同窓生の美術館

『糸あやつり人形師』
茂
原
の
菖
蒲
園
を
訪
れ
た
折
、
園
庭
で
、「
江

戸
糸
操
り
人
形
」と
銘
う
っ
て
興
行
し
て
い
た
。

い
く
つ
か
の
演
目
の
中
で
「
獅
子
舞
」
を
観
た

時
、
こ
れ
だ
！
と
閃
い
た
。

こ
の
画
題
を
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
取
り
組
ん
で

十
七
年
に
な
る
。

そ
の
中
で
操
ら
れ
る
人
形
が
人
格
を
持
っ
た

ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
い
つ
も
操
ら
れ
て
ば

か
り
で
は
不
満
を
持
つ
か
も
知
れ
な
い
。
時
に

は
人
形
師
に
反
抗
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
と
想
い
を
馳
せ
て
み
た
。
人
形
師
と
獅
子

の
心
の
交
流
・
葛
藤
が
表
現
で
き
な
い
か
。

テ
ー
マ
は
毎
年
変
化
し
て
い
た
。

従
順
・
疑
問
・
反
抗
！

こ
の
作
品
は
反
抗
の
場
面
を
想
定
し
た
。

今
こ
の
人
形
師
は
東
京
の
大
道
芸
の
認
定
を

受
け
、
上
野
公
園
、
不
忍
池
周
辺
で
月
に
何
回

か
公
演
し
、
年
に
一
・
二
回
小
規
模
な
劇
場
公

演
の
外
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
始
め
海
外
公
演
も
行
っ

て
い
る
。

森 靖 男
(Ｓ42・3卒・千葉市）


